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５．応募者（研究代表者）が行う手続き（７） 応募者

②研究組織の情報を入力し、研究分担者の承諾依頼を行います。

＜研究分担者となることを依頼する場合＞
「依頼する」にチェックを入れ、〔一時保存〕を行うと、
当該研究者へ研究分担者となることを依頼できます。

＜研究分担者となることを承諾した研究者が登録内容を修正する場合＞
「差し戻し」にチェックを入れ、〔一時保存〕を行うと、当該研究者が
登録内容を修正することが可能となります。

基金種目において、２年度目（2027年度）以降
に参画することを予定している研究分担者がい
る場合には、「2026年度研究経費」と「エ
フォート」欄には「０」を入力してください。

基盤研究等の種目では、研究代表者及び研究分担者全員が e-Rad で研究インテグリティに
係る情報を登録していない場合、応募ができません。
e-Radとのシステム連携には通常10分程度要しますが、さらに時間を要する場合があります。

入力が長時間にわたる場合は、
〔一時保存〕をクリックしてデータ
をこまめに保存してください。

注意! 

日本学術振興会令和8（2026）年度科学研究費助成事業説明会　資料５抜粋
https://www.jsps.go.jp/file/storage/kaken_g_5063/r8_siryou5.pdf
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５．応募者（研究代表者）が行う手続き（８） 応募者

全ての研究分担者が「分担者承諾」の表示にならな
いと、〔一時保存をして次へ進む〕をクリックして
もエラーとなり、次へ進むことができません。研究
インテグリティ誓約状況が「誓約していない」の表
示でも次へ進むことはできますが、研究計画調書を
研究機関に提出（送信）する際は、研究代表者ある
いは研究分担者全員がe-Radで研究インテグリティ
に係る情報を登録する必要があります。

全ての研究分担者の「分担者承諾」が完了して
いない場合は、〔一時保存をして戻る〕をク
リックして「研究計画調書管理」メニューに戻
り、ほかの入力項目の入力を進めてください。

「分担者不承諾」となってい
る研究分担者は、研究組織か
ら削除してください。

注意! 

全ての研究分担者が「分担者承諾」の表示にならな
いと、〔一時保存をして次へ進む〕をクリックして
もエラーとなり、次へ進むことができません。研究
インテグリティ誓約状況が「誓約していない」の表
示でも次へ進むことはできますが、研究計画調書を
研究機関に提出（送信）する際は、研究代表者又は
研究分担者全員がe-Radで研究インテグリティに係
る情報を登録する必要があります。




